
 

 

令和 6年 5月 28日 
 

                          法 人 名  ワンランド株式会社  

                       代表者名  代表取締役 橋本善一 

介護・医療連携推進会議の開催について 

事業所名 ワンランド定期巡回郡山南 

所在地 郡山市字賀庄 153-1 パルク賀庄１－C 

担当者名・連絡先  管理者 佐藤勝江 TEL  024 – 983-7300 

従業者数 従業者総数 6人（内訳：常勤 3人、非常勤 3人）（ 6年 5月 28日現在） 

会議の開催日 令和 6年 5月 28日 （令和 6年度 第 1回） 

会議の出席者 所属（団体等）名 職名 氏名 

 利用者 ― ― （欠席） 

利用者の家族 ― ― （欠席） 

地域住民の代表者 名倉地区町内会 会長 宮田 俊明  

地域の医療関係者 いずみ訪問看護ステーション  大野・佐藤 

地域の医療関係者 在宅看護センター陽だまり 管理者 宮本 順子 

地域の医療関係者 桑野訪問看護ステーション  峯田 律子 

地域の医療関係者 星訪問介護ステーション  （欠席） 

地域の医療関係者 星訪問看護ステションしずか  （欠席） 

地域包括支援センターの職員 郡山南部あんしんセンター 
地域包括 

支援センター 
 小針・遠藤 

知見を有する者等 安積方部民生委員 民生委員 会田 与四郎 （欠席） 

利用者の状況 利用者総数  15人 （ ５年 5月 2６日現在） 

うち、事業所と同一建物に居住する利用者数   0人 

要介護１：7人 要介護２：3人 要介護３：1人 要介護４：3人 

要介護５： 1人 新規区変中 1人 ― ― 

会議の協議内容 

①サービス提供状況 

②地域における介護、医療 

の課題等 

③その他の事業 

（直近約３か月又は前回報告以降） 

代表者の橋本から、あいさつの後、何度かの推進会議で、定期巡回型訪問介護の事業

内容は説明してきたので、本日は、報酬改定もあったので、社会の高齢者の暮らしを

守る事と介護保険制度を守る事や介護事業者を守ることなど、どの分野の事も必要な

ので、せっかくの会議の機会なので、それぞれの分野の出席者から、様々な考え方を

意見交換したいと説明があった。 

別紙にあるように、郡山市でも空き家問題がある。1338個の空き家があり、全国に

は８００万戸の空き家がある中で、本日出席者の我々で、幅広い考え方を発信して、

空き家問題と高齢者の住まい確保に、何か貢献できることはないのかを、意見として

あげていきたいとも付け加えられた。 

① サービス提供報告を、橋本から２月、３月、４月のデータをもとに、定期巡回の

回数やサービス時間の説明があった。 

随時対応は、夜間は全くなく、３ヶ月でも、数回しか通報されていない状況の説

明があった。 

また、管理者佐藤から、事例報告があり、出席者からは、きめ細かいサービスを

行っている様子見受けられると意見があった。 

出席者からは、郡山南事業所の、対応の良さがそれぞれの出席者から報告され

た。職員の人柄もあるとのことだった。 

急な時間変更や、困難事例にも良く対応してくれている報告であった。 

他の事業所断られても、こちらの事業所は引き受けてくれて、すごく感謝してい

るともあった。 

定期巡回訪問は、10分程度の訪問と思っていたが、先ほどのデータ報告で 20

分以上のサービス時間と聞いてびっくりしたのと、安心した。とも報告された。 

② 地域における課題の一つに、生活保護受給者が郡山市には、3000人ほどいる旨

が伝えられ、地域の代表からは、そのような人が多くいることに、驚いていると

 



 
の意見もあった。そもそも、住まいがないことに違和感があるとも付け加えられ

た。家族からの支援がないこともびっくりしたとのことだった。 

出席者から、どのような人が、住まいがないのかの意見から、出席者から、自宅

で段差のある生活ができないため、工事の間転居が必要だが、集合住宅は行きた

くない考え方から、住む所の選択が難しい旨の意見があった。 

様々な、パターンがあるが、入院先から字谷戻れない、家族が見てくれない、１

階でないと住めない等、いろんな住まいの問題はある。 

皆さんで、共有して、空き屋問題と高齢者の住まい問題を、何か発信していきま

しょうとなった。 

地域の者同士の、情報交換の場所をもっと作っていく出来だろうとあった。 

③ 厚労省が義務付けた、業務継続計画などの、整備が必須となっているので、東日

本大震災や、郡山市の水害問題など、まだまだ、勉強不足のところがあるので、

いろんな経験を聴きたいとなり、出席者から、看護士時代の震災時の人口呼吸器

装着児の対応などが、伝えられた。今は、常に、何を災害時に必要かが経験でき

たので、あらゆる場所で伝えているとのことだった。 

水やバッテリーは、必ず必要とあった。５年間保存できる水がある事も報告され

た。 

 

   

苦情の状況 （直近約３か月又は前回報告以降） 

特になかった。 

 

事故の状況 （直近約３か月又は前回報告以降） 

特になかった。 

 

その他の報告事項 弊社が管理している、家賃 3万円のサ高住が、富田でも運営が始まるので、対象者が

いたら紹介してほしいと代表から報告された。 

 

評価、要望・助言等 今回の推進会議で、公表制度で、サービス評価を行っていただきたい旨の報告があ

った。 

１ヶ月を目途に、管理者の佐藤までお願いしたいとあった。 

 


